
地域計画（モデル地区）の取組状況（令和６年11月末時点）

地域の現状と課題 将来の地域農業の方向性

・八代市の農業就業人口が平成12年から令和
２年で約半減（11,608人⇒5,810人）し、
年齢別でも60歳以上が全体の約57％を占め、
農業者の減少と高齢化が喫緊の課題であり、
遊休農地の更なる増加が懸念される。
・持続的な農地の利用を図り、地域の活性化を
進めるため、新規就農者の確保・育成し、地域
全体の農地利用の仕組みを構築しつつ、新規
高収益作物を検討する必要がある。

・ブランド化を目指した高収益作物の導入やブランド化に向けた品質
 の向上、統一化を、行政やJAが一体となって取り組む。
・高収益作物を導入による経営の安定を図る。
・販路開拓やサポート体制の構築し、担い手等による地域農業の維
 持発展を図る。
・中心経営体への農地集積、農地遊休化の防止、中心経営体の作
 業効率化・規模拡大を図る。
・兼業、高齢農業者の意向を尊重しつつ、中心経営体等への農地
 集約促進に努める。
・耕作放棄地の抑制。

協議を進める過程で発生した課題 取組経緯（課題への対応）及び今後の予定

・協議の場を設置し、地域の代表者や関係機
関等と今後の地域農業の将来等について話し
合いを行っており、大きな課題はない。
・多くの集落をまとめ広域での地域計画の策定
 を予定しているため、今後策定予定地区の中
 で話合い等における温度差が生まれてしまうの
 ではないかという懸念があり、調整が必要
 だと考えている。

取組内容
・令和5年4月～6月 人・農地プランの集落ごとに協議の場を開催
・令和５年７月７日に関係機関等を参集して農地集積推進チーム会議を開催
・令和５年７月14日に協議の場の結果を公表
・令和６年６月に移行調査、目標地図の素案作成
今後の予定
・令和６年９月に目標地図素案完成
・令和６年１０月に関係機関等を参集して農地集積推進チーム会議を開催
・令和７年３月に地域計画の策定
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